明治期、日光を描く by 井戸 桂子
―　　―17
はじめに
　明治期に日光を訪れた外国人たちは、その社
寺の壮麗さと美しい自然に心動かされた。日光
を手紙によって母国に伝え、エッセイに書き残
し、さらには、水彩画にも描いた。
　「日光の社寺」は1999年、日本で10番目に世
界文化遺産に登録され、本年令和元（2019）年
は二十周年にあたり、内外から多くの観光客が
訪れた。東照宮では四百年祭の記念事業の一環
である陽明門の大修理を2017年に終え、年間
270万人の参詣者を迎えている。輪王寺も三仏
堂の大修理を2019年の春に終え、日光山の本堂
として威容を整えた。しかし、明治の初めはど
のような姿であったのか。そもそも、徳川の庇
護を失った不安定な状況下で、日光はなぜ外国
人を迎えることになったのだろうか。
　本稿では、明治期半ばまでの日光の変遷を検
討し、明治20年代に日光を描いた水彩画につい
て考察したい。はじめに、外圧によって扉を開
かざるを得なかった日光が、外国人の受け入れ
に取り組んでいく努力をたどることとする。
第１章　外国人の日光訪問
第１節　内地旅行を巡る攻防と指定先日光
　明治期、外国人が日光を訪れるまでには、明
治政府と外交団の間に次のような攻防があった。
　開国後、外国人は日本国内の自由な移動を認
められなかった。この制限は、徳川幕府が嘉永
７（1854）年にアメリカと締結した初めての国
際条約、日米和親条約に遡る。第５条に、下田
と箱館（当時の地名）では７里以内は自由に移
動とある。また、安政５（1858）年の日米修好
通商条約では、５つの開港場の周囲に原則10里
の「遊歩区域」が設定された。つまり、外交官
を除き、７里、そして10里を越えた、いわゆる
日本の「内地（Interior）」に行ってはならない
のである。
　この制限は明治政府にも継がれ、移動の自由
を求める外交団との間で、内地旅行問題が生じ
る。日本人ですら手形なしで藩を越えて移動で
きるのは明治３年からなので、裁判権が及ばな
い外国人が自由に国内移動するのは、政府に
とっては考えられなかった。
　しかし一方、お雇い外国人たちから待遇改善
を求める動きがあった。そこで政府はまず明治
５（1872）年に日曜の休日を認め、翌６年に夏
休みを７月23日から８月末の間で許したのであ
る。彼らの要望には行先も書かれており、そこ
に日光が含まれていた。
　そして明治７年５月、英国公使パークスは太
政大臣三条実美と右大臣岩倉具視に談判した。
外務卿寺島実則は５月31日付で、「外國人内地
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旅行允準條例」を作成し、６月４日に「外國人
内地旅行規則私案」を書き、各国代表に提示し
た。許可を得た外国人は、旅行免状を持てば、
その許可先に移動できるようになったのである。
ここでも、病気療養先として、日光が含まれた。
　なぜ、二つのケースで日光が含まれたのか。
それには、英国の通訳書記官アーネスト・サト
ウの役割が大きい。
　外国人として初めて東照宮を訪問した明治３
年のパークス公使夫妻一行には、サトウは休暇
帰国中であり同道しなかった。しかし、明治５
年３月に日光と中禅寺湖を訪れ、“Travel to 
the Interior, Yedo to Nikko and Back” を
Japan Weekly Mail 紙に４回にわたり掲載した。
内地旅行の一例として、日光往復を詳細に報告
したのである。しかも、健康に良い地として紹
介した。注１）だからこそ、翌６年、お雇い外国
人たちの夏休みの行先リストに日光が含まれた
のである。その流れで、７年の允準條例成立の
際にも、日光が熱海、箱根と並んで横浜居留地
からの保養先の５か所に加わった。注２）すると
サトウは、翌８年には Guidebook to Nikko を、
先の記事を基にして刊行した。このように、明
治５年に内地（Interior）への旅の代表例とし
て日光が新聞掲載されたことを契機に、許可証
とガイドブックを手に、外国人が押し寄せ始め
たのである。
　いわば外圧に対応するかのように、外国人に
向けて開かざるを得なかった日光の扉である。
それもちょうど、神仏分離令で日光霊山が二社
一寺に分かれるという紛糾のときに重なった。
第２節　迎える日光側の状況
　日光霊山は、奈良時代末の僧、大谷川のほと
りに草庵（後の四本龍寺）を結んだ勝道上人が、
15年の修行の後に男体山登攀をしたことにより
始まった。その後山内の堂社は、平安時代に勅
願を満ずる「満願寺」と改め、鎌倉・室町時代
に神仏習合が進展し、関東の比叡山と言われる
ほどの一大霊山を誇った。
　そして江戸時代、新たな社が造営された。徳
川家康は遺言により、1617年東照大権現として
祀られ、1645年に宮号が宣下され「東照宮」と
なる。霊山全体としては、1655年、後水尾天皇
の皇子で日光貫主であった守澄法親王が「輪王
寺宮号」を朝廷から賜り、ここに、東照宮・大
猷院を中心とする一山を輪王寺宮が統括すると
いう独特の形態が生まれた。以後、明治維新ま
で、日光山は宮門跡を頂く聖地として栄えてき
た。
　しかし維新となり、徳川の霊山に旧幕臣が籠
るが兵火は免れたというひやりとした事件もあ
るほど、日光は庇護を失い不安定で、輪王寺門
跡号も廃絶された。全国的にはやや遅めだが、
明治４年１月、日光県知事が神仏分離令を発令
し、東照宮、二荒山神社、満願寺（現在は輪王
寺）への分立が余儀なくされた。両神社内の敷
地にある仏教施設や仏像も、満願寺境内に移転
された。
　まずは、現在の二荒山神社社務所の地にあっ
た、日光の本堂というべき大伽藍である三仏堂
が解体されることとなる。前節で言及した明治
５年３月のサトウの初訪問のときはお堂が閉鎖
されていたものの、大伽藍の様子を外から見る
ことができ、サトウは旧堂の最後の目撃者・記
録者といえる。注３）やがて解体が始まり、三仏
堂の使用建材は山積みで放置された。財政基盤
を失った満願寺は、明治４年に本坊を焼失する
など不運が重なり、今の地（日光山の玄関口）
への三仏堂移転を実行するのが困難だったから
である。本坊再築が急務であり、まずは明治７
年に本坊を新築した。
　しかし三仏堂が解体されてはいたが、明治７
年の内地旅行允準條例により、許可証を持った
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外国人は日光訪問を始め、当時の寺社を観察し
書き残した。明治９年来訪のエミール・ギメは、
行く場を失った仏像が押し込められている様子
を、神々の納屋に例えている。注４）
　このような状況下、明治９年６月、明治天皇
が奥州函館巡業の際に日光に行幸され、新築の
本坊を行在所とされた。その折、解体の様子を
ご覧になり、東京還幸後、三仏堂を古来のまま
に移築するようにと、三千円のご下賜があった。
そのおかげで、移築は具体化され、明治12年に
終了した。
　そして、この同じ明治12年夏に、グラント元
大統領一行が来日し、日光まで足を伸ばし、本
坊に滞在した。その折に、栃木県名士として面
会して敬意を表したのが、後に述べる保晃会の
発起人となる人々である。
第３節　滞在先と交通の整備
　三仏堂の移築完成は、確かに日光の復活の第
一歩である。しかし、許可証とガイドブックを
手にした外国人を迎えるためには、ファシリ
ティが必要である。すなわち、滞在先と交通で
ある。日光の地元は整備に動く。
　宿泊先そのものは江戸時代から備わっていた。
日光を参詣するのは、将軍をはじめ、毎年朝廷
から遣わされる例幣使、大名、琉球や朝鮮から
の通信使だけでなく、一般にも及んだからであ
る。幕府の本草学者もいれば、講を組織してお
参りする人々まで様々である。賓客は輪王寺本
坊に泊まり、一般客は多くの宿屋に迎えられた。
一般参詣を案内する「堂者引き」も組織されて
いた。
　しかし、明治当初、外国人向け宿泊施設は限
られた。明治３年、最初に日光を参詣した英国
公使パークス夫妻一行は、焼失前の本坊に滞在
した。新築後の本坊は明治天皇ご巡業の栄えあ
る御在所となり、明治12年のグラント元米国大
統領一行も滞在した。
　では、賓客でない普通の外国人は、どうする
か？　明治５年サトウの Japan Weekly Mail で
の報告によれば、自分も滞在した鈴木宅を勧め
る。また、東照宮の日誌、『社家御番所日記』
によれば注５）、参詣を願う外国人を連れてきた
地元の人物の名前に、「鈴木」や「金谷」が頻
出する。すなわち鈴木ホテルは明治４年に、金
谷カッテージ・インは明治６年に外国人向けに
開業したのである。
　その後、満願寺の支院（塔頭）が夏の間自坊
を貸し出したので、明治10年代の在留外国人は
よく利用した。例えば、東京帝国大学お雇い教
師フェノロサと医師ビゲローは南照院に滞在し
ていた。
　しかしまだまだ足りないので、明治20年代に
入ると、外国人を意識したホテルが相次いで建
設された。明治21年、日光ホテルが金谷カッ
テージ・インの近くに開業し、鈴木ホテルの客
をさらった。さらに明治25年、新井ホテルが日
光ホテルに隣接して開業する。生き残りをかけ
て、金谷カッテージ・インは、明治26年現在の
地に金谷ホテルとして移転した。３つの本格的
な外国人向けのホテルが揃ったのである。この
ホテル戦争ともいえる状況で、明治30年、新井
ホテルは日光ホテルを買収し、ただし日光ホテ
ルという名で営業した。鈴木ホテルも含めて外
国人が集った４つのホテルのうち、現在も残る
のは、金谷ホテルだけである。
　このように、明治20年代、在留外国人も外国
からの旅行者も、快適な西洋式のもてなしをホ
テルでゆったりと受けられるようになった。外
国人向けとして対応できる複数のホテルを擁し
ていることにより、日光は、明治大正期に外国
人の観光地として成長したのである。一方、箱
根のホテルは日本人と外国人が一緒に滞在して
おり、外国人専用は富士屋ホテルだけであった。
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　次は、アクセスも快適にしなければならない。
明治５年にサトウは、宇都宮まで鉄道馬車で
行って一泊し、日光まで人力車を使った。待望
の宇都宮までの鉄道が開通したのは、明治18年
である。さらに、宇都宮から日光までの延伸を
願ったのは、地元民と県令であった。想定利用
者としては地域住民よりも、日光への内外の観
光者を意識していた。それも、上流の紳士の来
訪である。注６）この期待を背に、明治23年に日
光まで延伸された。このアクセスの改善の結果、
明治19年の東照宮への外国人参拝者は674名
だったが、開通した23年には倍増の1352名を数
えた。
　さらに、明治22年、馬返しから中禅寺湖へ向
かう中禅寺坂が道幅を拡げ、またつづら折りに
開削するなど、新道の工事が始まった。現在の
いろは坂の原形である。その結果、建築資材も
坂の上へ運ぶことが出来るようになり、中禅寺
湖畔での別荘の建築、あるいは、外国人専用の
ホテルであるレイキサイトホテルの明治27年の
開業へとつながる。
　新道のおかげで奥日光まで足を伸ばす外国人
が増え、明治29年には、財政上の施策として駕
籠税が県税として徴収されることとなった。外
国人が椅子駕籠を利用するのに注目したのであ
る。ちなみに館長として再赴任したサトウ公使
が湖畔に別荘を建てるのも、明治29年である。
　日光側はこうして今日でいう観光事業のファ
シリティとして、明治20年代にはホテル、鉄道、
新道と順に整えた。しかし、肝心の外国人のお
目当てはどのような状態だったのか。参詣対象
である寺社の建物を整えないことには、日光の
意義も半減してしまう。すなわち、東照宮、あ
るいは輪王寺の保護と修復である。
第２章　日光の結構
第１節　江戸時代の修復
　江戸時代、前章第２節に述べたように日光は
輪王寺宮が統括する一山であった。東照宮詣で
が盛んになると、「日光を見ずして結構という
なかれ」の諺が繰り返される。明治に入って来
訪する外国人、たとえば、イザベラ・バードも、
ピエール・ロチも、この言い回しを書き残す。注７）
　もともと「結構」とは「構えること、組み立
てて作り上げること」さらに多くの場合「善美
を尽くして作ること」である。また、そのよう
にして「作り上げられた物」も指す。日光の卓
越した構築と意匠を、すなわち結構を賛美する
にあたり、申し分ないという意味の結構を重ね
たのである。日光の結構が良いのである。ゆえ
に、この建築と意匠という「結構」（構築物）
への執着とその保護管理は、日光を語る際に、
つねに伴う。
　1617年の創建から幕末まで、東照宮と輪王寺
は200年余りの時を経て修理がおこなわれ、営々
と保持されつづけた。東照宮と輪王寺の修理の
間隔は、伊勢の式年遷宮の考えもあって、およ
そ20年前後であった。東照宮ではその対象は主
に彩色漆塗等の装飾を更新した。しかも修理の
仕様を詳細に記録した『御宮結構書』や、修理
の積算基準を示す『社寺本途長』を編纂してい
た。このように保存修理をマニュアル化してい
るのは当時、世界にも例がないという。注８）
　江戸時代の最後は、文久元（1861）年から３
（1863）年にかけての日光境内建物の大修繕で
ある。たとえば輪王寺本堂（三仏堂）は屋根の
葺き替えと柱の修理が施された。まさに、1868
年の維新の数年前まで、修理が行われた。これ
らの修理は老中を総責任者としているが、作事
奉行配下の技能職人だけでなく、日光の職人や、
資材運搬などで周辺の町人農民らの雇用にもつ
ながっていた。注９）
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　江戸時代の中期までではなく、幕末に、まさ
に内外の風雲急な中、最後まで修理を続けたこ
とには驚かされる。あるいはむしろ、この地を
荘厳かつ壮麗に維持することが、幕藩体制に
とって精神的にも思想的にも重要なことであっ
たので、最後まで完遂していたともいえる。
　しかし明治維新の後は、日光は庇護を失い状
況が一変する。明治４年神仏分離、二荒山神社・
東照宮・満願寺の二社一寺への移行が始まると、
修理どころではない。三仏堂に限って言えば、
明治５年から12年への解体移築が、結果として
修理にも至った。先にも述べたように、下賜の
おかげで明治９年より移築が開始し、明治11年
から12年にかけて屋根工事がなされ、仏像は三
尊ともに修理を施されたのである。注10）
　幕府のもと一山で定期的に修理が実施された
江戸時代に比して言えば、明治政府として二社
一寺の修理に着手したのは、明治30（1897）年
に古社寺保存法が制定された後のことである。
すなわち明治32（1899）年、日光社寺修繕事務
所が政府と二社一寺によって組織され、社寺の
修理を担当するようになってからである。
第２節　保晃会の活動
　では、その30年間、何もされずにいたのであ
ろうか。これまで管理してきた側は当然、危機
感を持った。しかもその危機意識は寺社関係者
だけではなかった。栃木県内の名望家たちが立
ち上がった。
　現在の鹿沼市出身の安生順四郎（1847 ～
1928）は、日光の危機を憂慮し、明治８年、県
内の有志と共に上京し、徳川旧臣や政府関係者
に相談するが、国政が文化財保護どころではな
く、また、朝敵の廟を新政府が保護することも
ないという風潮があり、受け入れられなかった。
そうした折、明治12年７月、グラント元米国大
統領が日光に８日間滞在したので、ここをチャ
ンスと安生は同志の印南丈作、田代荒次郎、矢
板武の４人で謁見し、翌日は伊藤内務卿に面会
し、日光の保存について訴えた。しかし、新政
府としてはまだ文化財保護までには至れないと
のことだった。注11）
　政府は当てに出来ないことが明確になったの
で、これを契機に、安生ら４人が中心となって、
日光保存のための民間団体が設立された。翌月
早速、彼らは満願寺に集まり、日光の祠堂（建
築物）を保護するための会を組織し、資金を集
め、利子金によって社寺の修理等につなげるこ
とを相談したのである。それが、保晃会（ほこ
うかい）である。晃とは、日光である。
　保晃会は、次の３点で画期的である。明治12
（1879）年において、今後の日本の先駆けであっ
たと評価できる。
　第一に、保存を目的としたこと。当初は、日
光の衰退を防ぐために多様な意見が出て、例え
ば、山内の庭園を使って一大公園とする提案、
あるいは学校を創設する提案などもあったが、
結局、「日光山祠堂ノ壮観及ビ名勝ヲ永世ニ保
存（下線筆者）」注12）することになった。祠堂
とは寺社の建築物である。これは、文化財の現
況保存という今日では基本的な考え方を既に訴
えており、明治30年の古社寺保存法につながる
意識である。
　第二に、利子方式であること。会としては原
資を募り、原資は全額を政府に預け、その利子
を使って政府主管による修理をするという計画
である。20万円を目標としたが、実際に十数万
円に達した。
　第三に、名勝すなわち、観光も意識していた
こと。「名勝」は美しい景色であるが、日光の
場合、祠堂があってこそ美しい景色となる。来
訪者の楽しみが何倍にもなる。将来の国立公園、
あるいは世界文化遺産にもつながる。
　しかも、「宏壮ナル美観ハ實ニ海外ノ無キ所
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ニシテ」注13）と、海外にもない景色と自負する。
さらに、「避暑ニ便ナリ故近来外客ノ来航スル
モノモ亦競フテ此勝域ヲ踏ミ（下線筆者）」注14）
と指摘する。避暑にふさわしいので、外国人は
あらそうように日光を訪れると、訪日外国人の
行動理由を分析する。近い将来の日光が避暑地
として発展することを予見しているかのようで
ある。
　さて、この保晃會の活動は本来、募金であり、
自らが修理に乗り出すことはしないのだが、窮
状が忍びなくなり、修繕手配となる。明治16年
以降は、保晃会は政府の費用による修繕を請願
するとともに、明治19年には、いよいよ原資金
の利子を使い、山内の建造物の土台と柱根の腐
朽を修繕した。しかしその後、調査により大修
繕の必要が明らかになり、保晃会としては資産
全部を政府に預け修理請願をすることを決議し
た。
　こうして、明治32年に官営の社寺修繕事務所
が設けられ、この年から明治44年にかけて第一
期修繕が、明治45年から大正８年にかけて第二
期修繕がなされた。文久年間以来の、初めての
本格的な修理である。その間、役目を終えた保
晃会は、大正５（1916）年、解散した。
第３節　増加する外国人への日光側の見方
　江戸時代、20年間隔を原則に修理されたこと
を思えば、文久３（1863）年の修理から明治32
（1899）年の本格的修理開始までの間隔は、30
数年間あるので、保晃会の人々は気が気ではな
かったことであろう。しかし幸い、江戸時代か
らのマニュアルがあったからこそ、明治30年代
からの修理もスムーズにいったのである。保存、
継続の大切さが、江戸から明治、大正に伝わっ
た。
　ところで、この修理がなされていないと保晃
会がひやひやしている間も、外国人訪問客は
次々にやって来る。外国人が増えているし避暑
にも良いという前節の保晃会の指摘は、第１章
第３節の鉄道会社の期待感とも重なる。すなわ
ち、日光側は、外国人の来晃が年々増えている
ことを実際に見てもいるし、さらに増加するこ
とを予想している。鉄道会社の発言は明治20年
頃であるが、保晃会は結成にあたる時からなの
で、明治12年当時で既に外国人を積極的に受け
入れようとしていることを示すものである。
パークス公使の初参詣にあたり東照宮が何かと
懸念していた注15）明治３年から10年も経ていな
いうちに、外国人の訪問がすすみ、町として、
新しい客人に次第に慣れてきている、あるいは、
それを少なくとも拒否することは無くなってい
ることが窺える。だからこそ、彼らに良い姿の
日光を見せたいのである。
　そして実際に訪れた外国人は、保晃会が心配
した祠堂の結構（巧みな造りと装飾）をどのよ
うに見ていたのであろうか。結論からいえば彼
らは、二百数十年前に創建された寺社にも拘わ
らず、その美しさに目を見張り、維持されてい
ることに脱帽する。例えば、明治10年来晃の米
国の科学者モースは、杉並木の保全が完全だと
驚くし、寺社についても「各種の建築物は（…）
一向に古ぼけていないのを見ると、これらの神
聖な記念物を、いかに大切にしてきたかが分か
る。」注16）と感心する。明治18年来晃のフラン
スの海軍軍人で作家のピエール・ロチは、東照
宮の装飾について「最新の注意をもって保存さ
れている。その金でいの一つといえども、色あ
せるのに任せてあるようなものはない。数千の
花々の花びら一つ、無数の人体像の手一つ、数
知れぬ怪獣の爪一つさえ、欠けていない。」注17）
と細部にまで目を配る。
　どうやら、科学者や作家の眼には、文久の修
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理のままでも、取り敢えずは問題なく壮麗に
映っていたようである。
　では、日光を訪れた視覚芸術家である画家が、
どのように日光を見たのか、次に検討したい。
第３章　英国水彩画家の日光
第１節　来日する画家たち
　日本が開国すると、外国からは外交官と共に
まず特派員兼報道画家が派遣された。当時写真
技術が安定しなかったからである。1861（文久
元）年来日のチャールズ・ワーグマン（1832
～ 1891）は、『イラストレイテッド・ロンドン・
ニュース』から派遣され以後30年日本に暮らし
た。
　明治に入ると、来日する外国人の中には、画
家を伴うことも多かった。明治９年、フランス
の実業家ギメは画家レガメと来日し、河鍋暁斎
のアトリエも訪ねた。明治19年、アメリカの思
想家ヘンリー・アダムズは友人の画家ジョン・
ラファージを誘った。彼らは皆、日光にまで足
を伸ばす。ニューヨーク昇天教会の正面祭壇画
制作を依頼されていたラファージは日光でのス
ケッチ中、そのイメージをつかむ。
　画家が依頼されて、あるいは自身で興味を
もって来日をする例も多い。それは当時のヨー
ロッパでのジャポニスムの影響と言えるが、本
稿では英国水彩画家を扱うので当時の英国につ
いて述べる。
　英国は近代ツーリズム、異国へのグランド・
ツアーの発祥の地であり、また、ちょうど1885
（明治18）年から1887（明治20）年にかけてロ
ンドンでは、ナイツブリッジでのジャパン・
ヴィレッジ開催や、コミック・オペラ『ミカド』
のロングランもあり、広く日本への関心が寄せ
られていた。
　明治20（1887）年に来日したオーストラリア
生まれのモーティマ・メンぺス（Mortimer 
Menpes，1855 ～ 1938）は、ホイッスラーの影
響で日本美術に関心を持っており、日本では河
鍋暁斎に師事した。日本の何気ない庶民をエッ
チングあるいは油彩で描き、帰国後の展覧会も
人気を博した。
　明治22（1889）年、画家アルフレッド・イー
スト（Alfred East，1844 ～ 1913）は、ファイン・
ア ー ト・ ソ サ エ テ ィ ー（the Fine Art 
Society）に依頼され、日本へ風景画旅行にやっ
てくる。
　翌明治23（1890）年には、ジョン・ヴァーレ ・ー
ジュニア（John Varley Jr，1850 ～ 1933）が
来日して、帰国前には東京慈恵医院で作品展を
開催し、日本の若い画学生を魅了した。帰国後
にもロンドンで日本での作品展を開催した。
　明治24（1891）年にはマレー社の有名な赤い
表紙の世界ガイドブックシリーズにおいて、『日
本案内』が待望の出版を迎えた。これまでの『中
部北部日本案内』から、全国版になったのであ
る。
　明治25（1892）年、アルフレッド・パーソン
ズ（Alfred Parsons，1847 ～ 1920） が、 日 本
を描く夢を実現するために来日した。
　このように、明治20年代の前半の５年間に４
人の英国画家が来日した。日光の状況は前章で
検討したように、保晃会の尽力で初めて柱の修
繕がなされたのが、明治19年である。明治21年
に日光ホテルが開業して、既存の金谷カッテー
ジ・インと鈴木ホテルに加わった。中禅寺坂が
新道になる開削工事は明治22年に始まり、日光
駅まで鉄道が伸長したのは明治23年である。ま
さに、刻一刻と日光側の整っていく時期に、彼
らが来晃している。
　以下、アルフレッド・イーストとアルフレッ
ド・パーソンズの来晃とその水彩画について検
討する。注18）
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第２節　アルフレッド・イースト　
～明治22年の来晃～
　1876年創業の美術ディーラー、ファイン・
アート・ソサエティーのマネージャー、マーカ
ス・ ハ ウ ス（Marcus Bourne Huish, 1843-
1921）は、1885年のロンドンでの日本ブームの
流れを見てこの国を題材とした風景画を画家に
描かせることを企画する。注19）想像の国ではな
く、実際の日本にスケッチ旅行に行ってもらい、
作品を制作してもらおうというのである。美術
商チャールズ・ホームと百貨店創始者アー
サー・リバティ夫妻の渡航に、イーストを伴わ
せた。ホームは日本からの帰国後、ウイリアム・
モリスのレッドハウスを購入し、日本の品で埋
め尽くしたほどの、また日本美術の雑誌を刊行
するほどの、日本美術愛好家である。リバティ
は1875年に東洋シルク織物から始まった百貨店
オーナーである。
　彼らは1888年12月に英国を出立し、エジプト、
シンガポール、香港などに寄った後、1889（明
治22）年の３月に神戸に上陸した。それぞれの
ビジネスがあるので、全行程が同じではないが、
彼らは要所では出会い、帰国後も親しく交流を
続けたという。
　イーストの行程は、神戸から大阪、琵琶湖、
奈良、京都と回り、船で横浜にすすみ、東京、
箱根、日光、中禅寺湖、鎌倉を巡る。なかでも
箱根と日光には一度以上出かけ、お気に入り
だった。富士山、寺、神社の鳥居、茶店といっ
た外国人の典型的な興味対象を描いたが、他に
純粋な風景画もあった。いわゆる外国人好みの
モチーフを描くだけでなく、自分で良いと思え
る対象も描いたのである。６月にホームとリバ
ティ夫妻は先に米国に向かったが、イーストは
ハウスのスポンサーの下、もう３か月長く滞在
して描き、帰国前には展覧会と共に、洋画家の
団体の明治美術会で講演した。三宅克己など日
本の画家たちへの影響は多大であった。そして
同じく米国に旅立った。
　世界一周と言える旅をしての帰国後、イース
トはファイン・アート・ソサエティーのもと、
1890年に日本風景画展を開催した。そもそもハ
ウスの目的はこの日本風景を描いた絵画展なの
で、もちろん販売し、成功を収めた。
　イーストはその後ロイヤル・アカデミー会員
となり、1906年には英国王立芸術家教会の会長
に就任し、1910年にはサーの称号も得るなど、
イギリスの絵画界での重鎮となった。
　そのようなイーストは、45歳の時、明治22年
の日光で何を見たのだろうか。何を描いたのだ
ろうか。
　イーストは自身で、「最も手の込んだ装飾を
ほどこされた建物をふたつ描いた」注20）と述べる。
とはいえ、“Great Temple of Nikko”と題する
作品注21）では、杉の木の中で家康の墓である宝
塔に向かう階段と神官が描かれた。東照宮の結
構を扱ったわけではない。他にも赤い朱塗りの
神橋、神橋付近の母子の姿、滝尾神社、そして
中禅寺湖畔にも足を伸ばし中禅寺などを風景画
に仕立てた。祠堂についてのコメントでは、建
築や宗教的な社寺としてよりも、色彩、朱漆、
金を駆使した装飾的な芸術品として評価する。
注20）
　ところでイーストは画家としては遅いスター
トであったが、パリに行くと官立のエコール・
デ・ボザールだけでなく、アカデミー・ジュリ
アンでも学んだりバルビゾンの芸術家コロニー
に滞在したりするなど、アカデミズムと革新の
双方を経験した。ゆえに、その風景画では、写
実的なリアル感もあるが、心に残る印象も同時
に表した。
　たとえば、湖畔の中禅寺では、境内の鐘楼を
描く。“Chuzen-ji Temple, Nikko”（中禅寺、
日光）と題する図 A の作品（小杉放菴記念日
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光美術館蔵）である。
　鐘楼であるから、鐘がしっかり見え、屋根と
その軒下の欄干も含めてかなり描き込んでいる。
また、茶店の暖簾の漢字も見よう見まねで写す。
さらに画面左下に、アルフレッド・イーストの
当て字である「亜路弗列衣時」の落款印を押す。
この印は明らかに注文したものである。こうし
たリアル感は、東洋の国、ニッポンの風景を見
たいという消費者の要望に合致する。スポン
サーのファイン・アート・ソサイエティも満足
であろう。しかし、そこに配される人物と背景
に、画家イーストの心象がうかがえる。すなわ
ち、手前の穏やかな表情の女性は藍色の着物と
エンジの帯のコントラストが風情を醸し出し、
茶店の客はホッと寛ぐ。湖畔に向かう人物も、
お参りの後なので、充足してゆったりとした後
ろ姿である。慌ててはいない。彼らをつつむ空
気も高い樹木も、中禅寺湖の水面も、しっとり
としている。遠くに曇り空が男体山の陵線と和
むように霞む。
　ところで、中禅寺は、日光の開祖勝道上人が
桂の木に彫った観音像をお祀りした寺である。
山内の四本龍寺から急峻な坂を経てここまでが
修験道・中禅寺道の一区切りである。しかし
イーストの印象では、厳しい修験道の地ではな
く、願い事を叶えてもらいたい老若男女を迎え
るお寺の優しさが残ったのではないだろうか。
　帰国前の明治美術会での講演会でも、模写を
中心とする日本の美術教育を批判し、自然に向
き合い、心に浮かびあがる感情を表現すべきで
あると述べる。ヨーロッパのアカデミズムの流
れにあり、帰国後も画壇の名士、そして重鎮と
なっていくイーストである。後年アトリエを訪
れた三宅克己によれば話しぶりも如何にも「も
のものしかった」由である。その旧派ともいえ
るイーストが日本で、そして日光で見たものは、
いわゆるステレオタイプ的な想像上での日本で
はなく、その山中の自然と寺社に参る普通の
人々であるといえよう。
　その普通の人々とは、明治22年ともなれば、
神仏分離での建物や仏像の移動も落ち着いた中
でお参りする穏やかな人々である。しかも鉄道
や外国人向けホテルを利用する遠来のゲストた
ちのことも、見慣れてきたところである。注22）
　これは、まさに、常時に戻り外国人に対して
も平静な日光の人々と、『ミカド』のような先
入観にとらわれずに心浮かび上がる感情を大切
にしたいとするイーストとの、幸福な出会いで
ある。イーストは自分の見た情景を、思いに従っ
て描いたのである。
　帰国後のイーストはこの普通さが良いことに
気づいたのか、「グランド・ツアーの画家イー
スト」注19）も、しばらくの間、イギリスに滞在
した。風景スケッチの対象は、故郷イギリスと
なる。
第３節　アルフレッド・パーソンズ　
～明治25年の来晃～
　パーソンズは、風景画を描きに一人で来日し
た。イーストの風景画作品展覧会の成功もあり、
ファイン・アート・ソサエティーが後押しして
くれた。注23）イースト来日の３年後の明治25
図A　AlfredEast,“Chuzen-jiTemple,Nikko”
（1889年頃水彩・紙26.2×36.8cm 小杉放菴記念日
光美術館蔵）
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（1895）年のことである。日光で言えば、宇都
宮からの鉄道が日光まで延伸し、新井ホテルが
日光ホテルの隣にオープンした年である。日光
が外国人を迎える方向に定まった年とも言えよ
う。
　パーソンズは、外科医で園芸研究家の息子と
して生まれ、父の植物研究を見て育ち、花に興
味をもつ。郵便局勤めをしながら美術学校に通
う。アメリカの雑誌『ハーパース・マンスリ ・ー
マガジン』への挿絵の投稿を契機に渡米する。
エドウィン・アビーのほか、作家ヘンリ ・ージェ
イムスや画家サージェントも参加していた芸術
家コロニーに加わる。1887年に英国のロイヤ
ル・アカデミー出展作品が国家買い上げになる。
帰英して、48歳で夢を果たした。その夢とは、
彼の滞日記録である Notes in Japan によれば、
極東の国、日本、花々と昇る太陽の国、何
年もの間この目で見、絵に描くことが夢で
あった国注24）
日本でのスケッチである。花々と昇る太陽、と
いうイメージを描くのである。
　まさに、日本の花をスケッチしに来た。念願
の夢を果たすのだから、各地の花の情報をもと
に、６か月の間、精力的に回り、そして百数十
枚もの風景画を描いたのである。
　行程は香港から長崎経由で神戸に向かい、明
治25（1892）年３月半ば、上陸した。日本人の
案内役（マツバ）を雇い入れ、大阪、京都、奈
良（吉野の桜、初瀬の牡丹、春日公園の藤）、
彦根へと進む。５月19日到着の彦根では井伊の
別邸楽々亭に宿泊し、さらに躑躅が盛りの天寧
寺へ移り、住職家族と日本の普通の家庭の生活
を経験し気に入る。しかし旅券手続きのために
６月18日神戸に戻り、汽車で大阪、名古屋、横
浜へ向かう。横浜では戸塚や大船にもスケッチ
しに行く。しかし暑さにたまりかね、７月９日、
宇都宮に移動する。もちろん、目的地は日光で
ある。
　日光の様子は後に述べるとして、行程を確認
しておく。日光に３週間ほど滞在したのち、８
月東京、横浜へ戻り蓮の花に関心を抱き多く描
く。富士登山を果たし、甲府・上諏訪・塩尻・
中山道を経て飯田から天竜川下りで９月中旬、
浜松へたどりつくと、汽車で神戸へ向かう。旅
券更新の後、10月、米原で彦根の友人たちと再
会して、東進。10月下旬、東海道安部川の橋も
田子の浦からの富士もスケッチし、横浜で菊の
花を楽しむ。11月も精力的に箱根・宮ノ下に足
を伸ばし、東京でも小石川植物園、浅草酉の市
など見て描いて歩く。11月末に東京美術学校で
の展覧会を開催し、12月10日、横浜港からアメ
リカに向けて帰国となった。案内がいたとはい
え、大変な行程であり、またその積極性とその
都度の風景画制作には驚かされる。二日に一枚
より多い制作である。それだけ、日本を見て描
くことを楽しみにしていたことが分かる。
　宇都宮の話に戻ると、この年明治25年、日本
側の努力の結果、宇都宮から日光まで汽車が延
伸した。しかし面白いことにパーソンズは、宇
都宮から案内のマツバと荷物は汽車で送り、自
分はクルマを選ぶ。人力車に揺られて途中の景
色と杉並木を楽しむ。Notes in Japan によれば、
彼はピエール・ロチ『秋の日本』の中の「霊山
日光」の章を読んでおり、この杉並木の迫力を
知っていた。じっさい汽車では横から一時眺め
るだけであるが、クルマならば大きな杉木立が
連なるのを両脇に見上げながら、江戸時代の街
道を進めるのである。
　こうして到着した日光は、パーソンズの眼に
どのように映ったであろうか。
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　まず家康と家光の霊廟を訪問する。彼によれ
ば、遠目にはそれほど立派さはわからないが、
近づいて、彫刻・漆・金箔を施した細部を見て、
初めてその壮麗さに驚く。次に、外国人の女性
と子供、あるいは天皇一家の避暑で賑わってい
るという。さらに、中禅寺湖畔に数時間かけて
登り、巡礼者の泊まる小屋の部屋を借りる。戦
場ヶ原をこえて湯元に行くと、日本の男女の混
浴である。雨に閉じ込められつつも多くの植物
があり嬉しくなる。そしてこれまでも屏風絵な
どにずいぶん描かれていたことを思い出す。
　この３つの印象は、まさに、明治25年の状況
を表す。
　すなわち、明治25年の時点は、前章でも検討
したように、祠堂の修理がまだ不十分なのであ
る。明治19年には建築物の土台と柱の手入れだ
けで、本格的な修繕は明治32年すなわち７年後
である。彩色や漆や金も、近づかないと詳細は
分からない。ゆえに、遠目にはそれほどでもな
いという指摘ももっともである。ちなみに、
2019年現在の日光は２年前に陽明門大修理と本
年に三仏堂の大修理を済ませているので、東照
宮も輪王寺も構築と装飾の「結構」はまさに完
璧な状態である。
　次に、外国人そして日本の上流階級の避暑地
として山内が混み合ってきたことをパーソンズ
は示す。さらに、坂の上の奥日光エリアは、夏
の巡礼者と混浴の湯元という印象を抱く。まさ
にまだこの時代はそれらが中心の時代であった。
レイキサイトホテル開業は２年後、サトウの別
荘生活が始まるのは、４年後である。ただし奥
日光の植物は、古くは江戸時代の本草学者が、
そしてもうすぐ帰ってくるサトウが嬉々として
求めたように、宝庫の状態である。戦場ヶ原は
現在ラムサール条約で国際的にも保護されてい
る。
　そしてパーソンズが描いたのは、東照宮や輪
王寺ではなく、杉木立、霧降の滝、中禅寺湖、
戦場ヶ原と男体山といった風景が多い。寺社と
しては、“A Little Temple at Nikko”がある。
　図 B の本作品は、初夏の日本の一風景をと
らえ、海外の人々に遠い日本を100年以上にわ
たり想像させてきた。そして数年前、日本の美
術館へ戻ってきた。
　このタイトルは Notes in Japan によるが、帰
国直前に開いた東京美術学校での展覧会カタロ
グ で は、“A Small Temple at Nikko, Gongen 
Sama”である。この作品をひもといてみたい。
　まぶしい陽射しに、思わず手をかざす暑さで
ある。小堂の半開きの引戸から吹き抜ける風が、
幡に感ぜられる。隣の寺の威風堂々とした屋根
が見え、さらに澄んだ青空の下には連山がつづ
く。左手に石仏が座り、由緒ありそうな岩を見
下ろしなさる。そして樹木は一枚一枚の葉を輝
かせ、夏を謳歌する。手前のアイリスは上品に
すっくと立ち、オオバギボウシの花と、紫のバ
リエーションを奏でる。
　パーソンズは、後にウィルモットの『バラ図』
（1910 ～ 1914）に挿絵を頼まれるほど植物画の
力量があり、彼の風景画の特徴は、植物をしっ
かり描き込み、明るい空の下の遠景や日本建築
と組み合わせて、彼のイメージ通りの明るい日
図B　AlfredParsons,“ALittleTempleatNikko”
（1892年頃、水彩・紙28.4×46.4cm 小杉放菴記念
日光美術館蔵）
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本を描くことである。本作品はまさに、その特
徴を典型的に示す。
　ところでここは、日光山の開創の地である。
766年、勝道上人が大谷川の激流を深沙大王の
助けで無事に渡り、祈りをささげると、紫の雲
が立ち上り、男体山の方へたなびいていった。
そこで、この地に草庵を結んだ。これが紫雲立
寺（しうんりゅうじ）、後の四本龍寺（しほんりゅ
うじ）となった。図画手前の岩は、現在「紫雲
石」と称される。その後、807年に下野の国司
が堂を建て替え、千手観音像を安置した。この
絵の主役のお寺であり、お堂である。「観音堂」
という額が現在も掛かる。奥の大屋根は輪王寺
の三仏堂である。険しい中禅寺坂を登って聖山
男体山を目指す修験道の出発地は、この観音堂
である。
　パーソンズは開山の地という由緒を知って、
この構図としたと思われる。しかし彼の関心は、
その歴史よりも、あくまでも明るい初夏の一コ
マである。また、無理にエキゾチックにしよう
とも思わない。見えるままに、気負いなく、そ
して技量だけは確かに、筆をとる。
　信じられないほどの青い空と陽射し。中央の
寺の石段も幡も土台の柱ですら、まぶしい。陽
昇る国にふさわしい。植物は森も木々も花々も、
みずみずしく彩り鮮やかである。生命のあるこ
とを感謝しているかのように、生気があふれる。
　こうして、創建1126年後の夏、イギリスから
の客人は、宗教的な峻厳さを伝えるよりも、夢
の国の寺を五感に響くように明るく描ききった。
　このようにパーソンズは日光に来ても、観光
図絵のように無理して家康や家光の霊廟を描き
込むことはしない。気に入ったシーンをそのま
ま描く。得意のそして大好きな花々を描くとし
ても、花々が中心で咲き誇るわけでもない。こ
の傾向は、日光だけでなく、吉野、春日大社、
琵琶湖、富士山、鎌倉などでも当てはまる。い
わゆる有名箇所やこれ見よがしの花はない。各
モチーフのバランスが良い。
　ところでこうしたパーソンズの日本への自由
な向き合い方は、日本を来訪する外国人の成長
とも捉えられるのではないだろうか。いわゆる
エキゾチックを求めに来る外国人もいるが、一
方、観光客の範疇に入っても、ゆとりのある接
し方、自分の眼で見る楽しみ方をする外国人が
出てきたのである。
　日光での観光客についていえば、明治25年、
山内があまりにも混雑し始めて、中禅寺湖へ逃
避していく気配が外国人の過ごし方の変化を示
している。じっさい、明治25年に二社一寺参拝
者数として外国人は2000人を超え、明治30年に
は5400人を超える。注25）参拝しないリピーター
の数も入れれば、来晃者数はもっと多い。そう
なれば当然、坂を登り湖畔まで行きたくなる。
明治29年のサトウ公使以降から始まる、中禅寺
湖畔での外交団別荘生活の到来が予見できる状
況ではないだろうか。
　パーソンズ自身、３週間のうち、１週間近く
は中禅寺坂の上にいる。そして、日光への接し
方にも、風景画の描き方にも余裕がある。自分
流を貫いたのである。
　では、日光を描いたのは、外国の画家だけで
あったかと言うと、そうではない。次に明治期、
日本の画家による日光を検討する。
第４章　日本の画家による日光
第１節　名所として、また植物の宝庫として
　日光は名所として江戸時代から描かれている。
広重の『六十余州名所図会』の「下野日光山裏
見の滝」は名高い。また、植田孟縉の『日光山
志』は谷文晁ら当代の画家による名所図絵を含
んでいた。
　同時に日光の山々は、女峰山、白根山など高
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山植物地帯で、漢方の薬用になる植物の宝庫で
あった。幕府の採薬使や本草学者たちが山に分
け入っては、人参を中心に見分し、報告として
植物を描いた。『日光山志』に植物画も含まれて
いることが、学者だけでない当時の一般の人々
の関心の広さ、植物への興味を表している。注26）
　パーソンズが Notes in Japan に、日光で見か
けた植物の名を列挙し、また図 B で、オオバ
ギボウシを描くことは、この地での植物との出
会いを喜んでいる証拠であり、江戸の本草学者
を継いでいると言えよう。
　外国人はまずは二社一寺を参拝する。中禅寺
湖方面にも行く。植物を発見して喜ぶ。そして、
彼らはその次に何をしたか。彼らはこの二社一
寺参拝の思い出に、土産物として日光を描いた
絵を求めた。明治20年代後半に横浜で始まった、
日本の風景や風俗を水彩で描いた「土産絵」と
いうジャンルが、ここ日光でも外国人旅行者に
人気となったのである。名所の絵という点では、
江戸時代の名所図会につながる。しかし、版画
ではなく、水彩画で一枚一枚、描かれているの
である。そのレベルは多種多様で、描き手によっ
ては非常に優れたものもあった。
第２節　土産絵を描く吉田博と小杉放菴
　明治20年代後半、土産絵として、日光を多数
描いていった日本の画家たちがいる。彼らに
とって大変良い収入源となったからである。
ちょうどイースト（明治22年）やパーソンズ（明
治25年）の来晃と入れ違うかのように、日本人
の画家たちが明治20年代の後半から30年代に、
日光に来て仕事をした。第３章の終わりで触れ
たように、その頃の外国人の数は、パーソンズ
が「外国人をよく見かける」と書き残した時点
より倍増している。それほど多くの外国人たち
が、彼らのお客である。彼らの土産絵はよく売
れたのである。
　その描き手は、一つには、将来大物になる画
家が若い時代に、日光で土産絵を描き、糊口を
得た人々である。もう一つには、ある程度活躍
した後に日光に引き込んで描いた人々である。
　前者には、若き日の吉田博（1876 ～ 1950）や、
小杉放菴（1881 ～ 1964）がいる。福岡出身の
吉田は京都で洋画修行に励んでいた17歳の折、
イーストやパーソンズの展覧会を見た新進気鋭
の三宅克己と出会う。三宅の水彩画の斬新さに
衝撃を受け、明治27（1894）年、東京の小山正
太郎の不同舎に入門し、明治32年まで研鑽を積
む。この不同舎では、来る日も来る日も、小山
の口癖、「タンダ（ただ）一本の線で決めろ」
という鉛筆写生を奨励していた。朝暗いうちか
ら東京近郊にスケッチに行くので、その描写力
は必然的に高まる。そして富士や日光にも出か
けるようになり、日光で小杉に出会う。
　日光生まれの小杉は、当時、五百城文哉の内
弟子であった。小杉自身当時を思い出し、吉田
と二人で、横浜絵とも言われた土産絵を描くと
なかなか売れ、陽明門など何枚描いたか分から
ないくらいという。注27）
　吉田博の「日光」と題する現在福岡市美術館
蔵の作品注28）は、英国人ディクソンに購入され、
後にイギリスから日本へ戻ってきたものである
が、土産絵というイメージからはかけ離れた秀
逸な作品である。正面右手に鐘楼、左手に陽明
門と石灯篭を45度の角度で描き、中央に小さく
数名の参詣者と子供を描く。奥には杉木立が広
がる。精緻かつ優しい筆致である。この力量な
ら、高額でも売れるであろうと思わせる土産絵
である。日光を始め各地で描き続けた水彩画を
もって、かつ土産絵で貯めた資金をもって、吉
田は明治32（1899）年、決死の覚悟で、不同舎
の中川八郎と渡米する。そしてデトロイトで理
解者を得て展覧会を催すと大成功をおさめ、ボ
ストン、ヨーロッパへと活躍の場を広げていく。
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　この吉田の刺激を受けたのが、小杉である。
小杉は二荒山神社の神官で平田派の国学者の小
杉富三郎の四男、国太郎として生まれた。注29）
明治29（1896）年15歳の時に五百城文哉の内弟
子となり、手伝いをしながら西洋画の複製画を
模写していた。明治31（1898）年に黒田清輝が
日光に来遊し、近くの興津院で制作するのを間
近に見ていたころ、若手実力画家と目され始め
た吉田と出会った。二人は、共に日光を描いた。
　小杉放菴の「東照宮・陽明門と鼓楼」と題す
る現在小杉放菴記念日光美術館蔵の作品（図 C）
は、吉田博の前記「日光」と構図が驚くほど酷
似している。
　右手に鼓楼、左手に陽明門を45度で描き、参
詣客を中央に小さく配し、奥に杉を霞める。描
く際、吉田は陽明門の近くに場所を陣取る。し
かし小杉は鼓楼の背中側を見ているので、陽明
門の門前ではなく廻廊にまわった引きこんだ場
所から描く。吉田よりだいぶ遠慮して座ったこ
とが分かる。５歳年長で、不同舎の中でも頭角
を現し始めた吉田を、小杉は地元にいてまぶし
く感じたであろう。何枚描いた分からないくら
いに陽明門を多数吉田と共に描くとき、小杉は
吉田を意識して必死だったのではないか。陽明
門の周囲の廻廊などは、その彫刻も含めて細か
く描き込んでいる。日光の五百城の下の修行の
成果を見せたいかのようである。
　明治32（1899）年、小杉は、吉田の勧めもあ
り、日光にも滞在した画家の吉澤儀造に伴われ、
五百城の下を離れ、不同舎に入門する。18歳で
ある。その後、日本画と洋画のはざまで独自の
境地を切り開いていく。
　なお、吉田は後年、昭和12（1937）年、61歳
の時、日光を訪れ、今度は木版画を制作した。
「陽明門」注30）と題して、陽明門と前の石段を
正面からとらえる。じつは吉田は、大正９（1920）
年の「明治神宮の神苑」という掛軸装の原画制
作の依頼が契機となって、木版画に執念ともい
える興味を示すようになった。自ら彫りも摺り
も職人並みに出来るようになった絵師吉田は、
信頼できる職人を厳しく指導して「自摺」に匹
敵する作品を製作した。そしてその対象が、か
つて土産絵に描いたものの手放した「陽明門」
に向けられたのである。背景の森厳な杉と共に
その結構を実に巧みに表現した。陽明門の霊獣
の細部まで表現するので、96度も摺り重ねたと
いう。吉田の木版画の中でも最大の摺り度数を
持つ。
　修業時代に日光を描いたこの二人の画家に比
して、この地で晩年に新境地を開いた画家もい
る。そして同じく土産絵を描いた。本節の冒頭
で言及したうちの後者のグループであり、五百
城文哉が含まれる。
第３節　五百城文哉
　ある程度画家の仕事をしてから、日光を描き
こんだのは、五百城文哉（1863 ～ 1906）、河久
保正名（生没年不詳）などである。
　五百城は幕末の水戸出身である。藩士の父を
５歳の時に失うが水戸市の小学校（横山大観と
同窓）で優秀な成績をおさめ、15歳で小学校授
業生として下級生を教える。しかしすぐに上京
図C　小杉放菴　「東照宮・陽明門と鼓楼」
（水彩・紙33.5×50.4cm小杉放菴記念日光美術館蔵）
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し、21歳のとき農商務省林野局雇となり、同時
に高橋由一に入門し、小山正太郎にも学ぶ。風
景画や肖像画を描き賞もとるが、27歳頃から諸
国を巡り歩いては肖像画などで生活する。「藤
田東吾像」（明治22）が知られている。
　29歳、シカゴ博覧会に出品する「東照宮陽明
門」（この作品は焼失）を描くために来晃し、
この作品制作を契機に日光に住むこととなった。
明治25（1892）年のことであった。まさに、パー
ソンズの滞在時である。どこかでスケッチを互
いに見合うことはなかったのか、と想像したく
なる。
　技術力の高い五百城が放浪時代に描いた肖像
画はリアルすぎる傾向があるといわれたが、今
回、日光の構築物と意匠である「結構」を描く
とき、その精緻をきわめる技量は幸いした。写
真かと思うほど細密に描くので、仲立ちの画商
もいて、よく売れたのである。
　府中市美術館蔵の「日光東照宮」は、フラン
ス人の手に渡って、後に帰国した作品である。
陽明門を真横から捉え、彫刻も屋根もあますこ
となく精緻に描き込む。見上げる数名の参拝客
の表情は、その壮麗さに「なるほど、日光、結
構だ」と諺を繰り返すばかりかのようである。
東照宮だけでなく日本人の感心する表情も描き
込めば、これなら良い値段で売れると納得させ
られる。
　そのおかげもあったのか、明治28（1895）年、
五百城は32歳のとき、山内の喧騒からやや離れ
た萩垣面に居を構えた。その際世話になったの
が、当時日光の２代目町長を務めていた小杉富
三郎（国太郎の父）である。注29）翌年明治29年
に前述の通り、国太郎を内弟子に迎え実子のよ
うに可愛がることになる。五百城は土産絵も描
くが、もう一つ、パーソンズの『バラ図』の挿
絵にも引けを取らない、すぐれた植物画を残す
こととなる。
　五百城は写生に歩くうちに自然と植物にも興
味を持つ。33歳の頃、訴訟で日光を訪れた弁護
士の城数馬と知り合い、高山植物の趣味を通じ
て終生の友となる。城や小杉とよく山に入った。
それだけでなく、日本初のロックガーデンを自
庭に作ったのである。このロックガーデンには、
近くの田母沢御用邸から皇太子もお見えになっ
た。
　五百城は、採集した植物を植え、栽培し、観
察し、写生した。およそ百枚ずつ二組の「高山
植物写生図」を残したのである。彼の家には、
植物学者牧野富太郎も滞在した。植物を中心に
文化サークルが形成されたと言っても良い。江
戸時代の本草学者たちの系譜を思い出す。そし
て、牧野先生に声をかけてもらえたのが、アー
ネスト・サトウの次男武田久吉で、後に植物学
者と近代登山のリーダーとなる。注26）
　このように、日光では日本の画家により、祠
堂の結構が緻密に描かれ、また高山植物も描か
れた。結構の絵は、土産絵となり人気を得た。
しかし売買を目的としたからと言って決して手
が抜かれたものではなかった。たとえば、ほと
んど無名の河久保正名は、印刷局での仕事を終
えたのち、明治30年代からこの地に住む。そし
て印刷局では克明な紙幣図案の制作に携わって
いたのかと想像させるような作品を残した。輪
王寺の三仏堂内部や大猷院拝殿内部を、実に緻
密に、またその金も鮮やかに描いたのである。
おわりに
　外国人の日光訪問が外圧のように押し寄せ、
それに対して受け入れ態勢を整えるべく、日光
は努力を重ねた。その準備が出来つつあった明
治20年代、外国人の訪問は増加の一途をたどっ
た。
　そして、明治20年代前半のイギリスの画家た
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ちと明治20年代後半からの日本の画家たちが描
いた日光を探ると、その描き方は、なんと対照
的なことであろう。
　イーストもパーソンズも、水彩画家として日
光の風景を描いた。しかしファイン・アート・
ソサイエティの展覧会が帰国後に控えているか
らといっても、いわゆるエキゾチックさ満載の
絵は描かない。それより自分の心に響くシーン
を、あるいは自分で見たかったシーンを穏やか
に、また明るく描いた。結構を細かく描くこと
はしない。実際、アメリカの科学者モースでさ
え、何とか文章で伝えようとしても、「その一
端を伝えることすら、私には全然できない」注31）
と、すぐに放棄するほどの結構の細かさである。
その彫刻群を描くことは並大抵ではないし、彼
らはそもそも細かく描くことにこだわらない。
むしろ、自分で楽しみたい、あるいは自分流に
見ればよい、という自由な気持ちで描いた。こ
うした日光との向かい合い方は、その後の日光
での外国人たちの動きを先取る。すなわち、日
光を霊山や宗教的な土地だけではなく、観光地
さらには避暑地として楽しむ地に仕立てていく
動きである。
　一方、日本の画家は、ひたむきに正面から東
照宮や輪王寺を扱う。土産絵という性格もあっ
たが、やはり、結構を描きたかったのではない
だろうか。版画家吉田博の執念も結構に向かっ
た。保晃会の人々が祠堂の構築物の維持補修が
あってこその景勝地日光であると主張している
ように、日本の画家は構築物を避けては通れな
い。そこに込められた徳川の想い、あるいはこ
れまでの人々の賛嘆を十分に描いてこそ、日光
の絵になる。霊山への敬意を忘れない。峻厳な
気持ちも、人為を尽くした最高の意匠も、それ
を守り続けた保存努力も忘れない。その土地の
歴史と共に生きる人として忘れないのである。
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